
 

 

ツールの名称 計測ポイントチェックツール 

 開発者の氏名 國吉敬司、松下直幹 

 開発者の所属 日建設計、アレフネット 

 ターゲットとする機器/システム システム全体 

ツールの分類 測定、情報/データ、データ処理/表示、モデル、シミュレーション

 

 

竣工当初からコミッショニングを行うことを前提とした計測ポイントが組み込まれていれば性能検

証しやすいが、制御に必要な最低限の計測器しか設置されていない建物では後から検証を行うにも困難

な建物が多い。本ツールは、性能検証に必要な計測ポイントの欠落がないか確認を行うツールである。 

 

機器単体・システム全体の検証したいエネルギー性能評価項目について、検証を行う際に必要な計測

ポイントのチェックリストとしての機能を持つ。また、SHASE-M0007-2005「設備システムに関する

エネルギー性能計測マニュアル」を参考として、計測のレベル（グレード）を記載している。中央監視

ポイント一覧をイメージした計測ポイントリストの表示も可能。 

 
基本設計・実施設計段階での使用を想定とし、設計内容の確認、発注者の計測レベル（グレード）要求

の確認に利用する。 

 
建物の設備設計者が使用する。 

 
コミッショニングを行う際に必要な計測ポイントの欠落の確認、合理的な計測器配置の検討が可能。 

 

Microsoft Excel 

 

Excel ベースのチェックリストとし、チェックボックスや初期化の機能を設け、ユーザの操作性に配慮

している。 

 

Excel ベースなので、通常の xls 形式にて保存。 

 

小委員会の委員に試用してもらい、正常に動作するかを検証した。また、コミッショニング委員会・機

能性能試験方法検討小委員会においても試行していただいた。 

ツール開発の背景・目的 

必要なデータの形式，管理方法 

ツールの検証，ケーススタディ 

操作性，ユーザインターフェイス 

Cx プロセスにおけるツール適用のメリット 

Cx プロセスの中でのツールの位置づけ，使われ方 

Cx プロセスにおけるユーザ（誰が使い，誰に結果を渡すか）

実行環境 

ツールの機能 



 

 

ツール画面 

 
チェックボックス方式 作業が容易となるインターフェース 

計測ポイントチェックリスト一覧表示機能 

【直焚吸収式冷温水機&冷却塔】 空調システム設定シートへ
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単位 ℃ ℃ ℃ ℃ ℓ/min ℓ/min bit bit kWh m3，ℓ bit %(Hz) kWh

L1 □ □ □ - - - □ - - - - - -

L2 □ □ □ □ ■(*4) - □ □ ■(*12) □ □(*5) □ ■(*7)

L3 □ □ □ □ ■(*4) ■(*8) □ □ □ □ □(*5) □ ■(*7)

熱源機運転時間 0 ○

熱源機燃焼停止率 1 ○ ○

熱源機積算燃料消費量 0 ○ ◇ ○

熱源機積算電力消費量 1 ○ ○ ●

1次ポンプ積算電力量 1

冷却水ポンプ積算電力量 1 ○ ○ ●

冷却塔ファン積算電力量 1

冷却塔補給量 1

熱源機基本制御確認 0 ○ ○ ○ ○

熱源機生産熱量（能力） 1 ○ ○ ● ○

熱源機冷却熱量（≒冷却塔能力） 3 ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

熱源単体基準COP 2 ○ ○ ◇ ● ◆ ○ ○ ● ○ ◇ ◇

冷却塔COP 3 ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

1次ポンプWTF 2 ○ ○ ● ○

冷却水ポンプWTF 2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

冷却水補給率 1 ○ ○ ●

熱源負荷率 1 ○ ○ ● ○ △

熱源システム基準(S-COP） 2 ○ ○ ◇ ◇ ● ◆ ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

○ ○ ◇ ◇ ● ◆ ○ ◇ ● △ ◇ ◇ ●計測項目

評価項目

単体性能

システム性能

評価項目　　　　
種別

基本


